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高　感　度　受　信　機 （その2）

高 橋　　健1

　　　　　　　　　1．　緒　　　言

　ロケットと地上局問の距離の増加｛こ伴い，テレメータ

信号受信の感度増大のために本装置を設計，試作して，

すでに昭和36年3月の飛しょう実験から使用して効果

をあげている．本装置の回路構成は，（1）225Mc／5同

軸型前置増幅掻｝，（2）周波数変換部，（3）中lli」』」波増

幅およびFM負帰還位相検波部，（4）ビデオ増幅部，

（5）指示部，（6）定U王電源部の6部分からなってい

る．

　この装置のゴニ要部については，概要を前に本認（13巻

10号）で述べてあるので，ここでは本装置の主要な特

性，すなわち雑音指数および改善隈界に関係する事項に

ついて簡単に説明する．

　　　　　　　2．　同軸型前置増幅器

　真空管増帳嘉により低い雑音指数をうるため，入出力

共摂圓路を同軸で槌成し，この中に低雑音セラミック真

空管GL－6299を結合Lた構造を有している．

　まず，設計の韮準をつぎのようにした．
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　勢1図は増植器の等価回路であるが，これに対して設

計韮準から求あた設計データは，つぎのようになる．

　ただし，データは225　Mc／sを基準とする．
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以上のデークからまとめた増幅器の、構造，寸法を第

2図に示す．
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　試作した増輻器について測定した結果，つぎのような

特性がえられた．
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　同軸増幅器の後段には，225Mc！s増幅器1最をもつ

周波勲変換部，30Mo中間周波増螂部と畿続していe

が，この後段増幅器の総合雑音指数は，約8dBである・

　　　3．　FIY［負帰還位相検波部の改善限界

FM波に対する高感戯信機の試fl・に関連し（・その

概要をすでに説明したが，この方式の出力SN比お

よび改臓界について若轍言寸を加えたので以下［・掛

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ複合油こよる周波数変調波の但1波帯の拡がりについ
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第15巻　第7号

1継の翫方があるが，＝こでは1段プ調波数偏移の外
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（4）式において，入力のSN比が次第に劣化して，雑音

o尖頭値によって同期はずれがおこるとき，雑音の振幅

綱期誤界以下に存在する確串を（1　－r）とすれば，
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いいかえれば，推音の実効値の1η（の1倍以上の摂幅で

麟1はずれをおこすとき，同期はずれの確率ばrとな
る，

いま，出力波形の一部に同期はずれがおこoたとき，

この部分にぱ信号出力のSo成分も，通常の雑音出力の

馬成分もなくなり，別の柱質の雑音Nxになると考

え，出力SN比を｛聾き・かえると，
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FLgth：存在しt：いときの信号による同縣界におけ調

窺数僖移である．

鵜的に，（概（5），σ）式の結果を働式に代

入して，出力のSN比を計算することがで訪．

1鋼として，　Dm・－400　k。，　D。－10。　k。，　mr＝　3．　3で

お　り

肋とき・任意の17，，　（t）　1の値に対して，（2）式から入

刀のSN比，　C　6｝式から出力のSN比をそれぞれ計算
4・

，IT［1，入力SN比対出力SN比の一つの関係が求め

りれる・これを図に示すと第3図のようになり，この曲
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隷から改善眼界を与kるη（t）の値を決めることができ

る．

　つぎに，7n∫をパラメータとして，本方式の通常方式

に対する改善限界低下の効果を求めてみる．

　（4＞式から入力と出力のSN比の関係，（2）式から

改善隈界における入力SN比，（3）式から改善限界低

下の割合をそれぞれ計算して，両方式の改善限界点の戦

跡を作れば，第4図のようになる．図においてPiは，

771fが1のときの改善限界入力で基準化した入力の相対

値である．この図からmrの変化に対する改善眠界，お

よびその抵下の程度がわかる．

　終わりに，これら受信機の開発に際し，ご指導いただ

いた高木・．斎藤・野村各教授に厚く感謝する次第である．

　　　　　　　　　　　　　（1963年4月11日受理）
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